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１．はじめに 

地域づくり計画とは 

地域では、各行政区を中心に、昔ながらの近所づきあいや助け合いの精神

に基づき、環境美化や道路・水路の維持掃除、福祉活動、伝統文化の継承活

動が、これまで連綿と引き継がれてきました。 

しかし、近年では少子高齢化の進

行や生活様式の変化、核家族化のな

かで、これらの活動を継続すること

が厳しくなり、行政に対するニーズ

が強まってきていますが、行政サー

ビスだけでは市民の多様なニーズに応えられなくなってきています。 

このような状況を打破し、地域コミュニティ活動の維持や活性化を行って

いくための、地域に根差した計画が「地域づくり計画」です。市職員や内部

集落支援員が地域に入り市民の皆さんと一緒になって、地域の将来像や課題

の解決について具体的な計画をまとめて、取り組んでいきます。 

 対馬市では平成 26 年度に地域マネージャーとして地域づくりに関わる職

員を中心に地区ごとの「まちづくり宣言２０１４」づくりに取り組み、それ

を踏まえて平成２７年度には具体的な行動計画づくりを行い、「地域づくり計

画」としてとりまとめることにしています。 
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２．校区の概要 

 久田小学校区は厳原町の旧久田村とほぼ重なる地域で、厳原湾奥の久田谷

に位置する久田、白子、堀田の３地区については一つのまとまった市街地を

形成していますが、尾

浦、安神、内山・桃木の

各地区については互い

に、急峻な山で隔てら

れ、それぞれが独立した

集落を形成しています。

近年では道路網の整備に

より、中央分離帯のある片側１車線の道路の整備が進んできており、内山ト

ンネルの開通もあって、各地区間の時間的な距離は急速に縮まっており、計

画中の尾浦―安神間のトンネルが開通すれば、更に短縮されることが期待さ

れます。 

 久田小学校区には 1,09８世帯、2,47５人が住んでいますが、地区間に大

きな差異がみられます。最も多いのは久田地区の 4７２世帯、1,1０７人で、

これに白子地区の 45７世帯、1,0６６人が次いでおり、両地区で全体の 9 割

近くを占めています。以下、内山・桃木地区 5５世帯、1２２人、安神地区

５８世帯、7２人、堀田地区 3０世帯、6０人、尾浦地区 26 世帯、49 人の

順となっています。 
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久田、白子の両地区は厳原町のベッドタウン化でこの間、世帯数、人口と

もに増えてきていますが、他の地区については減少傾向にあり、少子高齢化

が進んでいます。 

このような世帯数や人口の減少傾向は、人口が増えてきた久田、白子の両

地区においても予想されることから、今後は６つの地区が、それぞれの歴史

や文化等の地域個性を尊重しながら、お互いに連携協力して地域づくりを進

めることが必要になってきています。 

幸いなことに、６つの地区は親類縁者も多く、日頃の交流も密なうえに、

それぞれ他の地区にない特色を持っていることから、お互いに補完しあい、

連携協力していけば、全体として安定したまとまりのある地域がつくれる環

境にあります。道路網の整備による時間的距離の短縮がそれを後押ししてく

れます。 

 

 久田小学校区の世帯数と人口の推移 

 

 

          世  帯  数          人   口 

H.17.3 H.22.3 H.27.3 H.17.3 H.22.3 H.27.3 

久  田 454 453 472 1,178 1,088 1,107 

白  子 468 459 457 1,266 1,150 1,065 

堀  田 27 34 30 67 79 60 

尾  浦 32 29 26 91 67 49 

安  神 91 75 58 115 93 72 

内山・桃木 48 57 55 132 119 122 

合  計 1,120 1,107 1,098 2,849 2,596 2,475 

資料：対馬市住民基本台帳 
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３．久田小学校区における『地域づくり計画書』つくり 

（１）基本方針づくり 

 久田小学校区は行政区を母体に、久田、白子、堀田、尾浦、安神、内山・

桃木の６つの地区に区分され、それぞれが特色を有する地域であることか

ら、原則としてそれぞれの地区で地域づくり計画を策定することになってい

ます。 

 ６つの地区のなかには厳原町のベットタウン化で人口が増えている地区が

ある一方で、過疎化が進んで計画の実施が危ぶまれる地区も予想されます。 

このようなことから、久田小学校区では、平成 26 年 4 月に区長さん方に

お集まり頂き協議した結果、今回の計画は原則として地区毎に作成するもの

の、取り組みのなかで、校区全体で連携協力できる仕組みを作っていくこと

になりました。 

また、久田谷に隣接する３地区（久田、白子、堀田）については、共通す

る課題が多いことから、地区独自の活動は残しながら、計画としては一つに

まとめ、共同で取り組んでいくことにし、そのための統一組織として３地区

のまちづくり協議会を組織していくことになりました。 
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（２）26 年度の『私たちのまちづくり宣言 2014』つくり 

このような方針のもとに平成 26 年度は、『私たちのまちづくり宣言２０１

４』つくりを行いました。『宣言』の内容は、「わたしたちが大切にしたいこ

と」、「目指す地区像」、「３つの方針」、「行動計画」です。地区毎に地域マネ

ージャーが中心となり内部集落支援員の協力を得ながら、集会、聞き取り調

査、アンケート等を行い、素案として取りまとめたものを、地区から推薦戴

いたキーマンの方や区長さん方と協議を重ね、『宣言』として取りまとめまし

た。なお、久田、白子、堀田の３地区については当初の申し合わせどおり、

地区毎に作業は行いながら最終的には一つの計画として集約しました。 
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（3）27 年度の『地域づくり計画書』つくりの取り組み 

平成 27 年度の取り組みは、この『私たちのまちづくり宣言２０１４』を

もとに具体的な行動計画をつくる作業です。今年も、地区毎に、アンケー

ト、ヒアリング、キーマン会議等、昨年と同様の作業を行い、区長さん方の

承認を得て、４つの『地域づくり計画書』として取りまとめました。 

 

『久田３地区（久田・白子・堀田）地域づくり計画書』 

『尾浦地区地域づくり計画書』 

『安神ふるさとづくり計画書～安神
あんしん

して住み続けられるふるさとづくり～』 

『内山地区地域づくり計画書』 

 

 

 

 
 


